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お気に入りの愛車で 　以前に広報誌のオファーを受けた際には、
趣味の自転車（スポーツバイク）で仲間を集め
ましたが、今回は自動車仲間を集めてチュー
ニングについて語り合い、峠などに行けたら面
白いなと考えています。興味ある方はぜひ地
域医療連携部の齊藤までお声がけください。
　皆さんも素敵な休日を過ごせますように。

Text: 平成の森・川島病院
地域医療連携部 主任　齊藤 俊彦

　オンオフのメリハリをつけて、遊ぶときは遊
ぶ、やる時はやる。当たり前だけどなかなか出
来ないことを大事にして実践するのが齊藤と
いう人間であり、“俺流”の仕事術です。

　先日も近所のコンビニに行くつもりがいつの
間にか馴染みのある奥多摩まで行ってしまっ
た為、折角なので車のトランクに放り込んであ
るベースを引っ張り出して森の中で一人セッ
ションしてきたところです。
　スポーツカー好きなら一度は運転してみた
いと憧れる「R33」に腰かけ趣味のベースで
作曲、帰りには展示会で絵画鑑賞、これが“俺
流”の休日です。誰にも邪魔をされないその空
間はまさに至福の時間と言えます。こんな贅
沢な休日を過ごすと仕事する活力が湧き上
がり普段のパフォーマンスに繋がってくること
は間違いありません。

休日の過ごし方

　皆さんこんにちは。平成の森・川島病院の
スピードスターこと齊藤俊彦です。
　記事掲載のオファーをいただきましたので
今回は“俺流”休日の過ごし方について紹介
したいと思います。
　仕事の日は忙しく働いている分、休日はダラ
ダラ過ごしてしまいがちな方も多いのではな
いでしょうか。どちらかというと私もそのタイプ
の人間なのですが、なるべくそうならないよう
に心掛けています。そしてその過ごし方がドラ
イブマイカーです。

　昔から車が好きで大型自動車免許も持っ
ており、車もその日の気分で乗り換えていま

す。最近は特に「スカイラインGT-R R33」をガ
レージから出して転がすことが多く、そのエン
ジン音、マフラーから聞こえる鼓動、シフトチェ
ンジで伝わる呼吸、乗車するたび色んな表情
を覗かせる全てに魅了されています。一度ハ
ンドルを握ると、その瞬間「どこまでも行ける、
何でも出来る、アイアムスピードスター」という
気分に不思議とさせてくれるマシン（車）、そ
れが「R33」だと感じています。

“俺流”ドライブマイカー
どこまでも行ける、何でも出来る、
アイアムスピードスター
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　ＰＡＣＳとはPicture Archiving and Communication Systemの略で、医
療用画像管理システムのことです。一般撮影・ＣＴ・ＭＲＩといった画像撮影装置（モ
ダリティ）から受信した画像データを保管・閲覧・管理することを目的とします。
　当院では2022年6月より、啓仁会グループ内で先駆けてレントゲンフィルムを
廃止し、ＰＡＣＳによるフィルムレス化に移行しました。

フィルムレス化することによるベネフィットとその特性
●業務の効率化（撮影直後にリアルタイムで画像を提供でき、フィルムの運搬や
　保管が不要となる）
●コスト削減（フィルム代がかからない）
●モニタ診断（デジタル画像のため階調処理や各種計測などが可能、過去画像と
　の比較も容易にできる）
●画像データの長期保存（当院では2008年5月以降の画像をすべて蓄積中）

　さらに今後の展開として、DICOMという共通規格を通じて超音波や内視鏡と
いった非放射線機器の画像も取り込んで一元管理することも可能です。また電子カルテやオーダリングシステム
（RIS）などと連携することで、院内業務の効率を向上させることも出来ます。 放射線科 技師長　知高 敏明

ＰＡＣＳによるフィルムレス化について 平成の森・川島病院

　当院では患者満足度向上の一環として病棟食堂・談話室のテレビを全て新
しく入れ替えました。以前までは40インチのテレビを設置していましたが、今
回は60インチの壁掛け式最新テレビにいたしました。大きく高画質な画面に
加えて角度も調整が出来る為、広い食堂・談話室でもより見やすくなりました。
　日常の視聴でお楽しみいただくだけではなく、院内の様々なイベントでも活
用していきたいと考えております。 総務課　松尾 篤

病棟のテレビを入れ替えました 平成の森・川島病院

職員よりご挨拶
　4月より訪問看護ステーション平成の森に異動になりました吉田典子です。病棟で患者様と向き合
う中で、より一層その人らしさを尊重した看護をしたいと思い、在宅看護の道に進ませて頂きまし
た。実際に1人で利用者様のお宅を訪問してみると、自分の知識不足や観察力、アセスメントの至ら
なさを痛感させられました。毎日、緊張の連続ですが、利用者様の笑顔やステーションのスタッフに
支えられ、少しずつ慣れてきたところです。これからも自己の看護を省察し、利用者様が住み慣れた
家で安心して穏やかに過ごせるよう、「常に誠実に向き合う」をモットーに頑張ります。どうぞ宜しく
お願い致します。 訪問看護ステーション 平成の森　吉田 典子

　私は今まで急性期の外科病棟で勤務させていただき、今回家族が訪問看護を利用したことをきっ
かけに訪問看護ステーションに転職させていただきました。急性期外科病棟では主に消化器外科、整
形外科、呼吸器科の患者様の対応をさせて頂きましたが、急性期のため日々の業務の中でなかなか一
人一人に寄り添った看護をすることはできませんでした。今回、家族が訪問看護を利用する立場にな
り在宅看護というものの実際を体験し、こんなにも患者、家族に寄り添って看護をできる働き方があ
るんだということを知りました。平成の森に入職させていただいた決め手は所長さんの穏やかでやさ
しく利用者様はもちろんスタッフのことまでも真剣に考えてくださる人柄にひかれ、地域に根ざしたこのステーションで働
かせて頂きたいと思ったからです。訪問看護は未経験ではありますが、急性期で培ってきた知識を活かし、在宅看護につい
て学びを深め貢献できるよう研鑽して参ります。よろしくお願いいたします。 訪問看護ステーション 平成の森　石井 肖
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吉見百穴に行ってきました
　毎月、利用者様と桜や蓮、紅葉を見に行くドライブをして
おります。桜は終わり、蓮はまだ早過ぎるという６月の日曜
日、今回は「吉見百穴」に行くことにしました。「吉見百穴」
は古墳時代の横穴墓群の遺跡で国の史跡にも指定されてい
る埼玉有数の名所です。平成の森のある川島町と百穴のあ
る吉見町は隣町という立地でありながら、あまりにも近すぎ
ることもあって利用者様たちはほとんど行ったことがないよ
うでした。車に乗り走り出すとすぐに参加者から「ここは家
の近くだ」「この辺はこんなに変わったんだ」等々、久しぶり
に外出し車窓からの眺めを楽しまれていました。20分ほどで

百穴に到着しました。思いもよらず、東京出身の利用者から「あ～、ここ来たことがある、女学生の時だったかしら？
懐かしいわね！」と声が上がり、遠い昔の記憶を思い出していたようでした。日曜日ということもあり、一般の見学客
が多く訪れていました。まだまだ新型コロナの猛威が続いており、車から降りて見学することを叶えてあげることが
できませんでしたが、車に乗ってドライブに行き外出できて少しは気分転換を図ってもらえたのではないでしょう
か？ 新型コロナが収束したら、日帰りバス旅行を復活させたいと思います。 なのはな通り　木村 順一

介護老人保健施設 平成の森

インドネシア講座
　利用者様から好評をいただいたため、これまで認知症棟で開催していた
「インドネシア講座」を今年より全体的なクラブ活動へ変更しました。
　企画・運営は来日４年目、今年４月から常勤となったインドネシア人介護職
員２名です。彼らは教え方が非常に丁寧で上手であり、利用者様より他国の
文化や言葉を学ぶことはとても新鮮で面白いとの意見をいただいておりま
す。講座に参加された方の中には翌日「テリマカシー（ありがとう）」と話し
ている方もいらっしゃり、その様子を見て彼らも嬉しそうにしていました。
　今後も利用者様に喜んでいただけるようなクラブ活動を開催していきた
いと思います。

あじさい通り　細谷 剛

介護老人保健施設 平成の森

編集後記

　新型コロナウイルス(COVID-19)感染症の防止対策で、面会時は携帯電話を使用した窓越し面会を行ってきました。6月からは感染状況を
鑑みて、人数等に制限はありますが、直接の面会をすることが可能になりました。今後も感染状況によっては面会制限を強化することもある
とは思いますが、感染拡大が落ち着き、患者様がご家族様と気兼ねなく面会する機会を設けることが出来るようになることを祈るばかりで
す。リハビリスタッフとしては、患者様のリハビリの見学もして頂ける日が来ることを願っております。 リハビリテーション部　平塚 大貴

面会時の新型コロナウイルス(COVID-19)感染症の防止対策


